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椎上 (T3)､中 (T6)､下部 (Tll)の高さで
採取し､酵素組織化学的方法により筋線維タイプ
を分類し筋線維構成を求めた｡またこれらのうち
の1頭の左側の胸腸肋筋､胸最長筋､胸耕筋につ
いて単一の筋束単位での起始､停止を調べた｡
筋線維構成を切片上で観察される筋線維中の
TypeⅠ線維の構成比 (%TypeI)で示す｡胸
部のどの高さでも最も内側に位置する耕筋一様突
帝筋系ではTypeI線維の数が他の2筋に比べて
多かった (34-61%)｡このすぐ外側に位置する
最長筋ではTypeI線維の数は3筋のなかでは舟
も少なかった (17-41%).また､叔外側に位把
する腸肋筋は最長筋に比べてTypoI線維の致は
やや多かった (26-52%)｡これらの倍に個体差
がみられたが同一個体内での3肪間での%TypO
Ⅰの倍の大小関係は全ての個体で同一のバターン
を示した｡
肪束レベルでの肉眼解剖学的検索から以下の知見
を得た.腸肋筋は比較的走行の短い多数の肪束よ
り構成されていた｡最長筋は叔長筋と比べて肪束
数は少なく､各筋束の走行は長かった｡軒筋はC
7からT5の高さに停止する筋束について枕察し
たが､停止の高い筋束ほど起始は低く,逆に停止
の低い筋束はど起始は高かった｡
ニホンザルの胸部固有背筋においては､これを構
成する各筋間で組殺化学的特性に違いがみられたo
このことはこれらの筋問に機能的特性の分化があ
ることを示唆している｡また､筋束構成からみて
も筋ごとに特性が異なっていた｡
計画o-7
宜長頬における射精を支配する自律神経の比較
形態額
佐藤健次
(東京医科歯科大学医学部保健衛生学科)
射和は交感神経系の働きとされ.犬による自律
神経のTE気刺激実験から腰部交感神経経一腰内蔵
神経-下腸間膜神経節-下脱神経-骨盤神経叢-
柄路がその神経経路である｡骨盤部の臓器を支配
する自律神経の構成には動物 (犬)とヒトではそ
の構成において2つの基本的な迎いが見られるO
第1は仙骨部から起始する日経神経の構成で犬で
は起始様式から副交感神経とされる骨盤神経のの
が存在する.一方.ヒトでは副交感神経の骨盤内
蔵神経と交感神経の仙骨内戒神経が存在するが,
仙骨内蔵神経の出現頻度は半数にすぎない｡第2
は下腹神経の起始様式である｡犬では下腸間膜動
脈の周囲の下腸間膜神経節から左右の下腹神経が
分岐する｡一方,ヒトでは下腸間膜神経節から起
始するは下腸間膜動脈に沿って左側の大腸に分岐
する腸間枝であり.上下脱神経荘 (仙骨前神経)
から左右の下股神経が分岐する｡すなわち,犬の
下賜rLJl膜神経節はヒトの下腸間膜 (動脈)神経叢
と上下脱神経芯が合わさった神経節と考えられる.
本研究は上記の2点についてカニクイザルとヒヒ
各一頭を用い,交感神経系について比較解剖学的
検索を行った｡
1)カニクイザル.ヒヒとも仙骨部から起始す
る仙骨内蔵神経は存在しない｡しかし.節6交感
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